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Topics

新中期経営計画～FOCUS’10  

GG Planの総括

将来情報に関するご注意

本資料には、当社のFOCUS’10等についての様々な経営目標及びその他の将来予測が開示されています。これらは、当社の
経営陣がFOCUS’10を成功裡に実践することにより達成することを目指していく目標であります。これらの経営目標及びその

他の将来予測は、将来の事象についての現時点における仮定及び予想並びに当社が現時点で入手している情報に基づいて
いるため、今後の四囲の状況等により変化を余儀なくされるものであり、これらの目標や予想の達成及び将来の業績を保証

するものではありません。したがって、これらの情報に全面的に依拠されることは控えられ、また、当社がこれらの情報を逐次
改訂する義務を負うものではないことをご認識いただくようお願い申し上げます。



2

GG Planの総括
① 2008年度決算

（億円）

▲279 2,430 2,151 純利益純利益

増減増減計画計画 実績実績

＋3 
（▲180）

2,427 
（2,389）

2,430 
（2,209）

基礎収益*
（除くﾍｯｼﾞ損益）**

基礎収益*
（除くﾍｯｼﾞ損益）**

*基礎収益 = （売上総利益－販管費－利息収支＋受取配当金） ｘ 59% + 持分法損益

**ｻﾝｸﾘｽﾄﾊﾞﾙ銀・亜鉛・鉛鉱山に係るﾍｯｼﾞ損益（ 08年度計画+38億円→ 08年度実績+221億円 ）

GG Plan定量目標

(実績) (計画)
■ 純利益（2年合計） 4,540億円 4,700億円
■ ﾘｽｸ･ﾘﾀｰﾝ（2年平均） 16.5% 15.6%
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株主資本株主資本

株主資本比率株主資本比率

1兆4,731億円

17.5％

有利子負債 (Net)有利子負債 (Net)

DER (Net)DER (Net)

2兆9,133億円

2.0倍

総資産総資産 8兆4,305億円

07/3末実績07/3末実績

リスクアセットリスクアセット

リスク・リターン
（2年平均）

リスク・リターン
（2年平均）

1兆3,500億円

15.8％

1兆3,531億円

19.3％

3兆1,868億円

2.4倍

7兆0,182億円

09/3末実績09/3末実績

1兆4,100億円

16.5％

1兆2,500億円 1兆4,200億円ｺｱﾘｽｸﾊﾞｯﾌｧｰｺｱﾘｽｸﾊﾞｯﾌｧｰ

GG Planの総括
② 主要経営指標

■総資産:▲約1.4兆円
<増加> 
投融資 ＋6,000億円

<減少> 
資産入替(ﾘｰｽ事業再編等)、

営業取引減少、円高・株安

■株主資本：▲約1,200億円
剰余金 ＋3,600億円

その他包括損益等

▲4,800億円

AG Plan GG Plan 
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2年間合計 約 ＋600億円(Net) 

増加：約＋3,300億円

減少：約▲2,700億円（資産入替え等 ▲1,200億円、為替・株価の影響 ▲1,500億円）

GG Planの総括
③ リスクアセット積み増し状況

<主なﾘｽｸｱｾｯﾄの積み増し分野(ｸﾞﾛｽ増加額 約+3,300億円)>

【金属】

･鋼管ﾊﾞﾘｭｰﾁｪｰﾝ拡充(米国､ﾌﾞﾗｼﾞﾙ) 
･ｽﾁｰﾙｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰの基盤拡充(ﾍﾞﾄﾅﾑ､ｲﾝﾄﾞ) 

【輸送機･建機】
･自動車金融基盤強化

-国内：ｵｰﾄﾘｰｽ事業再編､
ｴｰｽ･ｵｰﾄﾘｰｽ子会社化

-海外：拠点拡大(ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ､ﾀｲ)  
･海外建機販売網拡充

【ｲﾝﾌﾗ】
･海外IPP･IWPP事業拡充

-ｱｼﾞｱ：TJB工事拡張(ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ)､AMATA(ﾀｲ) 
-中東：電力･水事業(ｼｭﾜｲﾊｯﾄ)

【ﾒﾃﾞｨｱ･ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ】
･ｼｮｯﾌﾟﾁｬﾝﾈﾙ完全子会社化
･J:COM基盤拡充
･ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ事業拡大
（ﾅﾗｶﾐｰﾁｪ､ﾏｰｸ･ｼﾞｪｲｺﾌﾞｽ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ）

【資源・ｴﾈﾙｷﾞｰ】
・銀･亜鉛･鉛（ﾎﾞﾘﾋﾞｱ）
・ﾆｯｹﾙ(ﾏﾀﾞｶﾞｽｶﾙ）

・鉄鉱石･ﾏﾝｶﾞﾝ(南ｱ）
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コアビジネスの徹底強化・拡充による真に強固な収益基盤の確立
持続的成長に向けた経営のクオリティ・アップ

経営の更なる質の向上

【成果】 ･経営資源の有効活用
-事業ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ･ﾌﾟﾛｾｽの高度化(定量･定性基準の強化)
-小規模・低収益事業会社の削減（200社）
-戦略的入替 資源川下分野(住商石油､LPG)／自動車ﾃﾞｨｰﾗｰ

／米国ｵﾌｨｽﾋﾞﾙ事業

･ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ連結ﾍﾞｰｽでの内部統制の強化
･若手の登用､ｼﾆｱの活躍の促進

【課題】 ･大口投資案件のﾊﾞﾘｭｰｱｯﾌﾟ
- 米国事業:ﾊｰﾂﾏｳﾝﾃﾝ(ﾍﾟｯﾄｹｱ)
- 資源権益:銀･亜鉛･鉛(ﾎﾞﾘﾋﾞｱ)､ﾆｯｹﾙ(ﾏﾀﾞｶﾞｽｶﾙ)

GG Planの総括
④ 定性目標
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■ アンバトビー・ニッケルプロジェクト（マダガスカル）

課題 ：計画通りの立ち上げ

施策 ：総開発コスト、エクスポージャー管理

■サンクリストバル銀・亜鉛・鉛プロジェクト（ボリビア）

当初課題 ：操業の安定化、オペレーション・コストの削減

現状 ：フル生産の維持、キャッシュフローの黒字化達成

■ ハーツマウンテン（米国）

課題 ：収益力の改善

施策 ：商品の選択と集中、コスト削減

GG Planの総括
⑤ 大口投資案件のバリューアップ
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【基本方針】

■健全性や効率性を再強化しつつ、価値創造力を高めることで中長期的な成長を図る

■ビジネス毎の特性や強みを活かし、多様な道行きを通して全社の成長につなげる

■純利益（2009年度）※ ： 1,150億円

■ﾘｽｸ･ﾘﾀｰﾝ（2年平均） ： 10%程度

■ ﾘｽｸｱｾｯﾄ積増額(ﾈｯﾄ) ： 2年合計 +1,000億円(増加2,000億円､減少1,000億円)

■総資産 ： 2011年3月末時点で2009年3月末比横ばい

■ﾌﾘｰｷｬｯｼｭﾌﾛｰ ： 2年合計で黒字を確保

FOCUS’10 
① 基本方針・定量目標

『新たなステージにおける成長シナリオ』

【定量目標】

【投資計画】

【健全性･効率性】

※米国財務会計基準書第160号適用後の連結損益計算書における
「当社株主に帰属する当期純利益」を示しており、2008年度の「当期純利益」

と同じ内容です
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メリハリある成長戦略の着実な実行

⇒BL期待役割制度導入

健全性・効率性の徹底的な強化

⇒B/Sﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの促進

価値創造力を高めるための人材及び組織づくり

⇒人材育成の更なる強化と多様な人材の活躍促進

中長期的に安定してリスク・リターン15%以上を

確保できる体制を目指す

事業ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵの更なる強化

FOCUS’10 
② 定性目標
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収益の太い柱

FOCUS’10 ③-1 メリハリある成長戦略の着実な実行
<BL期待役割制度>

成長ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ成長ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ

安定収益安定収益育成育成

7.5％
未満

7.5%
以上

収
益
性

(

リ
ス
ク
・
リ
タ
ー
ン
）

10億円以上1億円～10億円1億円未満

収益の規模 （純利益）

◎ビジネスラインの期待役割を明確化し、期待役割に応じた成長への貢献へ
◎収益の太い柱の構築と更なる太い柱へ

RR*
向上

収益拡大

ﾁｬﾚﾝｼﾞ･再構築ﾁｬﾚﾝｼﾞ･再構築

（*RR:ﾘｽｸ･ﾘﾀｰﾝ）
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FOCUS’10 ③-2 メリハリある成長戦略の着実な実行
<リスクアセット積み増し計画>

【主な分野】
＜成長ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ＞
・鋼管ﾊﾞﾘｭｰﾁｪｰﾝ
・IPP/IWPP事業
・ｹｰﾌﾞﾙﾃﾚﾋﾞ事業(J:COM)

＜安定収益＞
・ｽﾁｰﾙｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ網
・船舶事業
・不動産事業(ｵﾌｨｽﾋﾞﾙ･住宅分譲)

＜育成＞
・ﾒﾃﾞｨｶﾙｻｲｴﾝｽ事業

＜ﾁｬﾚﾝｼﾞ･再構築＞
・ﾆｯｹﾙ･ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(ﾏﾀﾞｶﾞｽｶﾙ) 
・ﾘｰｽ事業
・環境・省ｴﾈ事業

2年間計画 約 ＋1,000億円(Net)
増加：約＋2,000億円

減少：約▲1,000億円

**FOCUS’10開始時のﾘｽｸｱｾｯﾄ額は、計算方法の見直しにより、GG Plan終了時のﾘｽｸｱｾｯﾄ額とは一致していません。
0

5,000

10,000

15,000

20,000

【10年度末見通し】

FY08末

ｺｱﾘｽｸ

ﾊﾞｯﾌｧｰ
ﾘｽｸ

ｱｾｯﾄ**

ﾘｽｸｱｾｯﾄとｺｱﾘｽｸﾊﾞｯﾌｧｰ*の
ﾊﾞﾗﾝｽ
* 資本金＋剰余金＋外貨換算調整勘定－自己株式

FY10末

（億円）
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FOCUS’10 ③-3 メリハリある成長戦略の着実な実行
<インキュベーション>

中長期視点からの全社インキュベーション機能

各
事
業
部
門

事業部門戦略における新たな価値創造

コ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
の
強
化

VIC
(バリューインテグレーションコミッティ)

食料･農業分野

環境

新エネルギー

アフリカサブサハラ市場

排出権
ビジネス

レアメタル

太陽光

ネットスーパー
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■ 大口資産･案件の入替推進

■ 入替ﾌｧﾝﾄﾞ100億円（税引後、2年間）

■ 集中ﾘｽｸ･ｴｸｽﾎﾟｰｼﾞｬｰの管理

■ 各ｾｸﾞﾒﾝﾄのB/S計画の推進

■ 資産効率の改善(ROA､売上総利益率等の向上)

■ 小規模､低収益資産の削減

全社及び各ｾｸﾞﾒﾝﾄの 適な事業ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵの構築

FOCUS’10 ④ 健全性・効率性の徹底的な強化
<B/Sﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの促進>

【ｾｸﾞﾒﾝﾄﾚﾍﾞﾙで推進】

【全社ﾚﾍﾞﾙで推進】
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**1兆6,000億円

22％程度

3兆2,000億円

2.0倍程度

横ばい

11/3末見通し11/3末見通し

1兆4,800億円

10％程度

株主資本株主資本

株主資本比率株主資本比率

有利子負債 (Net)有利子負債 (Net)

DER (Net)DER (Net)

総資産総資産

リスクアセットリスクアセット

リスク・リターン
（2年平均）

リスク・リターン
（2年平均）

ﾌﾘｰ・ｷｬｯｼｭﾌﾛｰ
（2年合計）

ﾌﾘｰ・ｷｬｯｼｭﾌﾛｰ
（2年合計） 黒字確保

FOCUS’10 
⑤ 主要経営指標

FOCUS’10

*FOCUS’10開始時のﾘｽｸｱｾｯﾄ額は、計算方法の見直しにより、GG Plan終了時のﾘｽｸｱｾｯﾄ額とは一致していません。
**11/3末見通しの株主資本には米国財務会計基準書第160号適用の影響は含めておりません。

1兆3,531億円

19.3％

3兆1,868億円

2.4倍

7兆0,182億円

09/3末実績09/3末実績

*1兆3,800億円

16.5％

578億円
GG Plan

GG Plan FOCUS’10
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＜計画の前提となる景況感＞

・世界経済は､各国の財政出動あるも､当面低成長が続く

・国内は､設備投資､内需の低迷に伴い､回復に時間を要す

FOCUS’10
⑥-1  2009年度業績見通し

（億円）

▲47%2,151 1,150純利益純利益

増減増減08年度実績08年度実績 09年度計画09年度計画

▲36%2,430 1,550 基礎収益*基礎収益*

*基礎収益 = （売上総利益－販管費－利息収支＋受取配当金） ｘ 59% + 持分法損益
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(億円) 

FOCUS’10
⑥-2  2009年度業績見通し - セグメント別純利益推移

-50

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500
07年度実績 08年度実績 09年度計画

金
属

建
機

輸
送
機
・

イ
ン
フ
ラ

資
源
・化
学
品

建
設
不
動
産

生
活
産
業
・

金
融
・物
流

支
社

国
内
ブ
ロ
ッ
ク
・

海
外
支
店

海
外
現
地
法
人
・

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

メ
デ
ィ
ア
・

■金属製品､自動車･建設機械で景気後退の影響大

■「資源・化学品」では市況商品下落の影響大

■国内ﾋﾞｼﾞﾈｽ(「ﾒﾃﾞｨｱ･ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ」､「生活産業・建設不動産」)は底堅い
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2009年度純利益年間見通し1,150億円を達成した場合

⇒ 予想年間配当金18円

( 2008年度 年間配当金 34円 <中間19円/期末15円> )

【基本方針】

■厳しい事業環境を踏まえ、健全性を強化

■持続的成長に必要な内部留保とのバランス

配当方針:FOCUS’10中は､配当性向20％を目処

株主還元
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■ 健全性・効率性の一層の強化■ 健全性・効率性の一層の強化

後に

中長期的な成長を目指して中長期的な成長を目指して

■ 事業ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵの質の向上■ 事業ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵの質の向上
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原油<北海ﾌﾞﾚﾝﾄ>（US$/bbl）(1-12月平均)  99 50 約0.4億円
(1US$/bbl)

2009年度
見通し

95100.71

2008年度
実績       前提条件             

為替 （\/US$) (4-3月平均） 

原料炭 (US$/MT)* 

センシティビティ
(ヘッジ後)

約3億円
（1\/US$)

銅 （US¢/lb）(1-12月平均)   

金利 
 － 

 － 2.7% 1.7%

160316

0.80%0.97%LIBOR 6M (YEN) (4-3月平均）

LIBOR 6M (US$) (4-3月平均）

0
(年度契約締結済み)

約0.6億円
(1US¢/lb)

128285-300程度 

＊市場情報に基づく一般的な取引価格

(以下参考資料)
前提条件
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改革パッケージ改革パッケージ Step Up Plan Step Up Plan AA Plan AA Plan AA Plan AG Plan AG Plan 

事業の選別、
資産の圧縮

による体質強化

事業の選別、
資産の圧縮

による体質強化

中核事業の
構築･拡大、
資産の入替

による
収益性の向上

中核事業の
構築･拡大、
資産の入替

による
収益性の向上

優良資産を

積極的に
積み増し

優良資産を優良資産を

積極的に積極的に
積み増積み増しし

収益基盤の
拡大に軸足
収益基盤の
拡大に軸足

GG Plan GG Plan 

新たな
成長ステージに
向けて、更なる
質の向上を追求

新たな
成長ステージに
向けて、更なる
質の向上を追求

中期経営計画の推移

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000
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9

当期純利益(左目盛）

総資産（右目盛）

FY99 FY00 FY01 FY02 FY03 FY04 FY05 FY06
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国内
30%

米州
18%

欧州
13%

大洋州
9%

アジア
17%

中国
4%

その他
9%

米州
18%

大洋州
3%

アジア
21%

中国
4%

その他
6%

欧州
11%

国内
37%

2,192億円

2007年度 2008年度

2,209億円

＜増益＞

・大洋州：石炭事業（豪州） ・欧州：金属製品 ・その他：鉄鉱石・マンガン（南ア）

＜減益＞

・国内：リース事業 ・アジア：銅事業（インドネシア）

注）基礎収益 = （売上総利益－販管費－利息収支＋受取配当金） ｘ 59% + 持分法損益

ｻﾝｸﾘｽﾄﾊﾞﾙ銀・亜鉛・鉛鉱山に係るﾍｯｼﾞ損益（2007年度△221億円、2008年度+221億円）を除く

地域別基礎収益
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ﾘｽｸｱｾｯﾄ残高 （億円）

金属

輸送機・建機

インフラ

資源・化学品

生活産業・建設不動産

金融・物流

国内ブロック

海外現地法人・海外支店

メディア・ライフスタイル

FOCUS’10 (FY09-10)  

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000

FOCUS'10開始時（FY08末）

FOCUS'10終了時（FY10末見通し）

FOCUS’10セグメント別リスクアセット見通し
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FOCUS’10 –事業戦略①

【金属】 [バリューチェーンの拡充と機能の高度化] 
【重点分野】

･成長分野 : ｴﾈﾙｷﾞｰ・自動車分野に経営資源を投入

>鋼管ﾊﾞﾘｭｰﾁｪｰﾝ拡充

SCM拠点の拡充(中東、CIS、ｲﾝﾄﾞ)

鋼管製造事業(ﾌﾞﾗｼﾞﾙ)

鋼管加工事業(米国)

>ｽﾁｰﾙｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰの機能の高度化

･戦略分野 : 環境･新ｴﾈﾙｷﾞｰ

>再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰへの取組

風力発電用ﾀﾜｰ製造(米国)

>太陽電池､二次電池への取組強化 263
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純利益 基礎収益 
(億円)

【事業環境】

・中長期的には石油・ｶﾞｽ需要は底堅い

・自動車、及び家電減産で足元の環境は厳しいも､

新興国の内需拡大で中長期的には上向く
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FOCUS’10 –事業戦略②

【輸送機・建機】 [事業の安定成長､新規ビジネスへのチャレンジを継続]
【重点分野】

・自動車

>金融事業

海外 ： OTO/SOF(ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ)  

>販売事業

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾍﾞｰｽでの入替推進

>製造事業

いすゞ大型車製造販売(ｲﾝﾄﾞ)

・建機

>販売代理店事業の更なる拡充(中国､ﾛｼｱ他)

>ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ展開 ： ﾚﾝﾀﾙ事業の推進

農機販売の拡大(ｲﾝﾄﾞ)

・船舶・航空宇宙・車輌

>船舶 ： 継続的な入替によるﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵの維持･拡充

267

416

293

140

290

353 351

190

0

100

200

300

400

500

FY06 FY07 FY08 FY09計画 

純利益 基礎収益 
(億円)

【事業環境】

・短期的には､自動車・建機市場は低迷

・中長期的には､新興国でのﾓｰﾀﾘｾﾞｰｼｮﾝ､

社会ｲﾝﾌﾗ整備の進行で市場は回復へ
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FOCUS’10 –事業戦略③

【インフラ】 [事業とﾄﾚｰﾄﾞを両輪に､より安定した収益基盤を構築] 
【重点分野】

・IPP/IWPP 
>ｱｼﾞｱ、中東、豪州、米州で更なる拡充

・ﾀﾝｼﾞｭﾝｼﾞｬﾃｨBﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

>拡張ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ着工（2012年完工予定）

・電力ﾌﾟﾗﾝﾄEPC
>ｱｼﾞｱを中心とする重点市場での電力需要に対応

>地熱発電等の再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰに注力

・水事業

>中東､ｱｼﾞｱ地域でのﾋﾞｼﾞﾈｽ推進

・通信事業

>海外での通信IT分野の事業基盤拡充

・環境・省エネ分野

>欧米をはじめとした各地で、再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ

ﾋﾞｼﾞﾈｽを展開(太陽光発電、風力発電、地域冷房）
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【事業環境】

・中東、ｱｼﾞｱを中心に新興国で電力需要は堅調

・ますます高まる環境ﾋﾞｼﾞﾈｽへの期待
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【メディア・ライフスタイル】 [ﾒﾃﾞｨｱ･IT･ﾘﾃｲﾙの融合/ﾏﾙﾁﾁｬﾝﾈﾙ型ﾘﾃｲﾙ事業推進] 
【重点分野】

・ﾒﾃﾞｨｱ／IT／ﾘﾃｲﾙの融合による

ｺﾝｼｭｰﾏ向けﾋﾞｼﾞﾈｽの強化・拡大

>ｼﾞｭﾋﾟﾀｰｼｮｯﾌﾟﾁｬﾝﾈﾙの商品力・番組力強化と

顧客基盤拡大

>ﾈｯﾄｽｰﾊﾟｰ事業の首都圏での本格展開

>既存ﾘﾃｲﾙﾋﾞｼﾞﾈｽのﾏﾙﾁﾁｬﾝﾈﾙ化推進

・J:COMの収益力強化

>ｺﾝﾃﾝﾂの充実及びｻｰﾋﾞｽ品質の向上

>直営店舗拡充等による地域密着度の深化

>ﾃﾞｼﾞﾀﾙ化推進によるｻｰﾋﾞｽの高度化

・ｺｱ事業の強化

>住商情報ｼｽﾃﾑの事業基盤強化

>ｻﾐｯﾄ/ﾄﾓｽﾞ新規出店等によるｼｪｱ拡大

>ﾃｨｰｶﾞｲｱの販売網強化と経営の効率化

【事業環境】

・放送と通信の融合による競争の激化

・ﾗｲﾌｽﾀｲﾙの変化と消費形態の多様化

・国内消費環境の冷え込み長期化による影響懸念

FOCUS’10 –事業戦略④
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FOCUS’10 –事業戦略⑤

【資源・化学品】 [統合によるｼﾅｼﾞｰ効果の発揮/上流権益の拡充]  
【重点分野】

・部門統合による近接分野でのｼﾅｼﾞｰの追求

>石油・天然ｶﾞｽと有機化学品､非鉄金属資源と

無機化学品でのｼﾅｼﾞｰの追求

・資源ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵの厚みを増強

>石炭・銅事業での順調な操業と収益貢献

>鉄鋼原料､ｴﾈﾙｷﾞｰ分野での新規優良権益の取得

・大型資源権益ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

>銀・亜鉛・鉛(ﾎﾞﾘﾋﾞｱ) ： 操業安定化･一層のｺｽﾄ削減

>ﾆｯｹﾙ(ﾏﾀﾞｶﾞｽｶﾙ) ： ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの着実な推進

・化学品

>無機原料 ： 硫黄・硫酸などのﾄﾚｰﾄﾞ機能強化

>農薬 ： 販売網のｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ展開（米州、ｱｼﾞｱ）
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【事業環境】

・資源価格は底打ち感あり

・中長期的には新興国の経済成長に伴い

需給はﾀｲﾄ化
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FOCUS’10 –事業戦略⑥

【生活産業・建設不動産】 [競争優位性の高い事業を強化し収益基盤を拡充]  
【重点分野】

・建設不動産

> ﾋﾞﾙ・商業施設 ： 積極的な資産入替を行ないつつ、

優良資産の積み増しを着実に実行

>住宅 ： ﾎﾟｽﾄFOCUS’10の収益基盤の確保に向けて

物件を峻別しつつ新規物件開発を推進

・生活資材

>ﾀｲﾔ ： TBCの収益基盤強化

(ﾀｲﾔ販売･ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾋﾞｼﾞﾈｽ強化、小売網の整備)

>木材 ： ﾛｼｱ材加工事業推進

・食料

>肥料 ： 海外での収益基盤強化

（西豪州、ﾏﾚｰｼｱ、中国、ﾀｲ）

>ﾊﾞﾅﾅ ： 生産・販売基盤拡充、高付加価値商品強化
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【事業環境】

・国内不動産市況は低迷しており、回復には

時間を要する見込み

・北米ﾀｲﾔ市場は足元ﾏｲﾅｽ成長だが、

中長期的には回復する見込み

・食料関連は底堅く推移
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FOCUS’10 –事業戦略⑦

【金融・物流】 [情報力やﾉｳﾊｳを活かした付加価値の高い機能の提供]  
【重点分野】

・金融ﾋﾞｼﾞﾈｽ

>ｺﾓﾃﾞｨﾃｨ：商品価格変動ﾘｽｸのﾍｯｼﾞﾆｰｽﾞ取り込み

>ﾘｰｽﾋﾞｼﾞﾈｽ：三井住友ﾌｧｲﾅﾝｽ&ﾘｰｽとの協業による

ﾘｰｽ事業の拡充

>ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ：CTA、ｺﾓﾃﾞｨﾃｨIndex等

当社に強みのある運用商品の強化

・物流ﾋﾞｼﾞﾈｽ

>物流：ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾈｯﾄﾜｰｸを活用したﾋﾞｼﾞﾈｽ拡充

>海外工業団地：ﾍﾞﾄﾅﾑTLIPⅡ販売強化

及び新地域での事業展開・検討
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【事業環境】

・世界的金融危機による不安定な事業環境は

しばらく継続する見込み
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【資源・化学品】

事業部門の再編

【資源・エネルギー】

・資源第一

・資源第二

・エネルギー

【化学品・エレクトロニクス】

・基礎化学品

・エレクトロニクス

・ライフサイエンス

＜旧組織＞ ＜新組織(2009年4月1日以降) ＞

＜再編の狙い＞

・事業の選択と集中の一層の推進

・取扱商品・事業領域の近接分野での
更なるシナジーの追求

・資源開発からトレードビジネスに至る
広範なバリューチェーンの構築
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株主構成推移
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